











 1957 年と 1958 年の山本一清手帖について 
                      坂井 義人   
1、はじめに 
  1959 年(昭和 34 年)1 月 16 日、山本一清博士はその人生を閉じられた。筆者はこの最晩年にいたる
二年間について、特に京都大学天文台アーカィブ研究会発表(通称・山本研究)とその集録所載及び IP




し、以上の事跡検証の補完として、以下を簡略ではあるが紹介したいと思う。                
      
 写真 1、1957 年山本手帖            写真 2、1958 年山本手帖 
      (資料 No 2-E24-75)                          (資料 No 2-E-24-76) 











2、1957 年・昭和 32 年の手帖内容について 
 まず、1957 年・昭和 32 年 3 月の記述内容をその事例として紹介したい。この月は事例写真のよう
に、忙しく目まぐるしい日々であった事が伺われる。記述された内容としては、それほどの量には感





は、このページは 3 月の活動を綴ったものであるが、山本師は手帖の切り替わる前年の 12 月より手帖






写真 3 1957 年 3 月中旬以降の記載事例・・特に 3 月 18 日記述が興味深い 
   
(1)  1956 年・昭和 31 年 12 月の記入内容 
  ・12 月 7 日(土) 根上 村井 両氏入洛 ( アナナイ教団運営責任者・坂井注) 
・12 月 8 日(日) 開祖入洛 8:10 ( アナナイ教・中野與之助開祖・坂井注) 
・ MEMO  ゛霊界からの宇宙 ゛( 開祖著作本名と思われる・坂井注) 
・12 月 20 日(木) PM18:19 原田三夫氏来館( 来館とは教団施設の事か・坂井注) 
@ 原田三夫氏は、当時の青少年科学啓蒙に活躍し作家活動を展開した人物 
  ・12 月 24 日(月) 木負(きしょう) 敷地調所裁判 (沼津市木負・当時から教団 VIP 接待 
施設として機能し現在も継続。なお、調所は調書の意味と思われ裁判係争の意味 ? ) 
  ・12 月 28 日(金) アナナイ棟領(棟梁) 来宅(4 人) 三人泊 
  ・12 月 29 日(土) 沼津へ書約 5 箱積み出し (山本宅より書籍移動と思われる・坂井注) 
(2) 1957 年・昭和 32 年 1 月の記入内容 
  ・1 月 5 日 (土) 研究所奉告祭 
  ・1 月 6 日 (日) 出発 沼津へ 香貫山 牛臥山  14:00 木負へ(船で)  
 ・1 月 7 日 (月) 暦算局研究開始 (アナナイ研究施設、当初は沼津市木負・坂井注) 
・1 月 12 日 (月) OAA 静岡支部会 OAA 名古屋支部会(人工衛星) 
・1 月 16 日 (水) 村井氏沼津着 (アナナイ責任担当者・坂井注) 
(3) 1957 年・昭和 32 年 2 月の記入内容 
 ・2 月 10 日 (日) 18:50 開祖を久留米駅で送る (アナナイ開祖・中野與之助師・坂井注) 
 ・2 月 12 日 (火) Kurume  Isahaya 
  ・2 月 13 日 (水) Oita 
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  ・2 月 14 日 (木) Oita  Miyazaki 
  ・2 月 15 日 (金) Miyazaki  Nakatu 
  ・2 月 16 日 (土) Nakatu   Hiroshima 
  ・2 月 19 日 (火) 帰清(教団本部所在地・清水市本部帰着・坂井注) 
  ・2 月 21 日 (木) 英子帰清(ご令室・英子様・坂井注) 
 ・2 月 23 日 (土) 月並祭(月次祭)・・[ 生と死 ] と記載有り・坂井注  
    @   2 月は、前半より後半まで、アナナイ教団の巡教に同行して、九州各地にご令室・英子 
夫人同伴にて訪問を実施した模様。なお地名は手帖の全般ローマ字表記として記されて 
いる。各地では教団関係及びその他で、講演等を実施した模様。 
・2 月 29 日 (水) GIFU (坂井義雄先導にて、アナナイ支部天文関係視察?・坂井注)  
(4) 1957 年・昭和 32 年 3 月の記入内容 
 ・3 月 8 日 (金) 徳島 
 ・3 月 11 日 (月) Kochi  Uwajima (四国訪問) 
  ・3 月 16 日 (土) Osaka  人工衛星諸問題 
・3 月 18 日 (月) 香貫山地鎮祭 (天文台施設・坂井注) 
・3 月 26 日 (火) Moskuwa 放送(ソ連 Planetarium) 
(5) 1957 年・昭和 32 年 4 月の記入内容 
 ・4 月 7 日 (日) 椋平氏去る(地震・椋平虹として注目を集めた人物と推定・坂井注) 
・4 月 13 日 (土) 関勉  古川騏 来清 (古川騏一郎氏のちに国立天文台・坂井注) 
・4 月 15 日 (月) 香貫山へ 
・4 月 16 日 (火) 彗星 Arend-Roland 捜索(観測) 
・4 月 17 日 (水) 五藤夫妻来清(五藤光学設立者の清水教団本部訪問・坂井注) 
・4 月 18 日 (木) 香貫山へ(五藤氏と) 
・4 月 18 日 (木) 観測開始祈願式 
 ・4 月 19 日 (金) 開祖出発(四国 九州へ) 
 ・4 月 23 日 (火) 月並(月次)祭講話 
(6) 1957 年・昭和 32 年 5 月の記入内容 
  ・5 月  3 日 (金)「人工衛星の時代来る」の記載(スプートニック 1 号 1957 年 
10 月 4 日打ち上げ成功・坂井注) 
   ・5 月 11 日 (土) 人工衛星全国委員会 
・5 月 21 日 (火) 香貫山上棟式(アナナイ中央天文台・坂井注) 
・5 月 27 日 (月) 神田茂氏来訪 
(7) 1957 年・昭和 32 年 6 月の記入内容 
・6 月 2 日 (日) 小森幸正氏来訪す 
・6 月 10 日 (月) 近江漏刻祭(近江神宮祭事・坂井注)  
・6 月 30 日 (日) MEMO 欄氏名覚書 
        古賀 水野 伊達 三沢 古川 大場夫人 草場 井上 村上 
         西岡 スコフィールド 近藤 岡林 小山(著名天文関係者名・坂井注) 
(8) 1957 年・昭和 32 年 7 月の記入内容 
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 ・7 月  1 日 (日) 大沢君来泊(土星表面の Oosawa 斑点観測発見・火星観測者・坂井注) 
・7 月 28 日 (日) 三谷氏来訪(泊)  
(9) 1957 年・昭和 32 年 8 月の記入内容 
 ・14 時 登山 (香貫山と推量・坂井注) 
・ 岐阜で衛星球 (岐阜金華山天文台にて模擬人工衛星視認実験実施・坂井注) 
  表面高反射率の人工球を作成し、岐阜市より西の伊吹山頂上に運搬設置して、岐阜金華山 
天文台より、擬似スプートニック衛星の視認可能性を検証した実験。これには地元岐阜市 
のアマチュアー無線団体(代表 鈴木幸重氏コールサイン・JA2HJ)、及び岐阜山岳会の全面 
協力により実施された全国的にも稀有なる活動として注目された。    
(10) 1957 年・昭和 32 年 9 月の記入内容 
 ・9 月  7 日(土) 登山 塗装開始食堂棟式(アナナイ中央天文台食堂・坂井注) 
          坂井氏帰清(亡父・坂井義雄清水市教団本部に戻る・坂井注) 
・9 月 13 日(金) 福井実信氏来訪(月面スケッチ観測者・坂井注) 
        坂井氏と話す 
・9 月 17 日(火) 6:50 西村繁同車 登山(望遠鏡メーカー・西村繁次郎社主・坂井注) 
・9 月 18 日(水) 在清 
  ・9 月 26 日(木) 沼津市医師会講演 
      @ なお、香貫山中央天文台(月光天文台)の落成完成祭は 9 月 2 日、なぜか手帖記載は無 
く、貸与 46 センチカルヴァー望遠鏡移設の記載も無い。 
(11) 1957 年・昭和 32 年 10 月の記入内容 
 ・10 月 10 日(木) 太陽熱委員会 
・10 月 12 日(土) 19:00 人工衛星講演(山本 長谷川) 本部(アナナイ教本部講演・坂井注) 
・10 月 13 日(日) 人工衛星講演(中央天文台と推量・坂井注) 
 ・10 月 31 日(木) 野尻氏「暦と人生」17:00 野尻氏去 
    @ 野尻抱影著「星三百六十五夜」P.341 記載・記事名「教祖様」として紹介 
(12) 1957 年・昭和 32 年 11 月の記入内容 
  ・11 月 1 日(金) 村井 坂井 帰清 
(13) 1957 年・昭和 32 年 12 月の記入内容 
 ・12 月 14 日(木) 坂井氏来桐(滋賀県上田上桐生・山本天文台・坂井注) 
・12 月 15 日下段の記述欄 MEMO の内容 
1) 宇宙時代の性格 (科学上) 




         @ 上記の５項目の記述は、これ以上の説明は無い。しかしこの時期の山本師の問題提起と方 
向性及び心情を物語るものとして、重要なるキーワードと捉えるべきであろう。科学と 
宗教の狭間に立とうとした先進的な山本師のテーマとして今後も着目する必要性がある。 




・Ananai Group (アナナイ系の人工衛星観測サイト名の列記) 
      清水 沼津(中央天文台 天守閣)  暦算局(鳳凰堂) 牧ノ原 
      九州道場(金閣)  岐阜道場(夢殿)   
        四国 二又 福島 北信 南信 遠州 都城 関東 
    @ 山本師にとっては、重要な教団天文拠点は著名文化財に擬えての認識が伺える。また地名 
のみの八箇所のサイトも人工衛星観測拠点と捉えて、合計 13 ヶ所に及ぶ観測地点と認識 
していたらしい。ただし、その大半はアナナイ教徒を動員しての天文学啓蒙にも繋げよ 
うとした事例でもあろう。その後こうした拠点には、山本師逝去の後にもアナナイ系の 
天文観測施設が建設され続けた。(京都大学 IP リポジトリ天文台アーカィブ各年度集録 
にて公開) 
 
3、1958 年・昭和 33 年の手帖内容について 
 1958 年・昭和 33 年の山本手帖の特徴は、あまりにも記述内容が前年度に比して、量的には少ない





滋賀県のご自宅天文台に戻られたのは、11 月 1 日との教団関係者の証言も存在する。そしてその二ヶ
月半後の 1959 年・昭和 34 年 1 月 16 日に山本師は逝去されていった。亡父・坂井義雄には、「坂井君・・
何れ教団は迎えに来るよ・・」と語られたとも聞くが、それらは夢殿に奉られる結果となったのだっ
た。 
    
写真 4 1958 年 4 月の記載事例(出張予定)        写真 5 1958 年 10 月の記載事例(記載少) 
(1) 1958 年・昭和 33 年 1 月の記入内容   
     ・ 1 月 11 日(火) 1 月 12 日(水) 病臥  
    ・ 1 月 12 日(水)下段の MEMO 欄 
       三五教天文大会(10 日頃)  人工衛星全国大会(下旬)  中央天文台講演会(15 日) 
(2)1958 年・昭和 33 年 4 月の記入内容 
  ・ 4 月 8 日(火)頃より 5 月 3 日(火) 帰桐(九州遊歴・講演後に桐生の自宅へ帰宅。 
詳細は割愛・・坂井注)  
(3)1958 年・昭和 33 年 6 月の記入内容 
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  ・ Oumi 神宮へ 
(4)1958 年・昭和 33 年 10 月の記述内容 
   ・10 月 11 日(土) 坂井氏(岐阜) 来宅 長谷川氏(神戸) 来宅 
(5)1958 年・昭和 33 年 11 月の記入内容 
   ・11 月 27 日(木) 皇太子妃発表 
(6)1958 年・昭和 33 年 12 月の記入内容 
   ・12 月  6 日(土) 村上氏 来宅(村上忠敬氏・・見舞いと思われる) 




1958 年 11 月 1 日、アナナイ教団の天文方針と意見相違にて、山本師は関係決別の意思を示した。
相当なる激論があったと聞く。そして滋賀県帰郷後、新旧の教団信徒責任代表役員二名より、それぞ







  (2) 表題「見舞 受け覚え 昭和 33 年 12 月 27 日 山本一清」ノートについて  
  山本師最後の日記的記録と思しき B5 版サイズのノートが残されている。かかる自筆帳が存在する
ことは、この内容を見て筆者は大変なる驚きを覚えた。日付は昭和 33 年師走末の 12 月 27 日付けと
なっており、何とこれは山本師逝去の僅か 20 日前のものである事でもあった。上記表題の如く、単
なる病気見舞い覚え程度の自筆書であり、訪問者記録くらいとしか見えなかったからである。僅か 5











れる。なお、先行 2 ページの詳細記載も含まれる。 
・ 東亜天文学会・天界誌第 407 号(1959 年 3 月 4 月合併号)、P.107 村上忠敬氏追悼文中に「先生 









すると云う事も無意味なりとの意見なり (原文のまま  資料 No 4-8-14) 
 
5、結語に代えて 
 この手帖二年分に纏わる概要等は、以上でその紹介を終える。そして 1958 年の手帳末尾ポケットに
は、二枚の名刺が残されていた。理学博士・山本一清の小さい紙片は、これを白木の位牌にも擬する
という感慨を催す。今は時の移ろいに、ただ合掌あるのみ・・と。 
             
   写真 6  1958 年 文藝手帖 末尾ポケットに残された名刺 ( 山本一清博士・川鯉慶治議長 ) 
★1959 年(昭和 34 年) 1 月 16 日永眠  理学博士 山本一清 滋賀県草津市外山本天台★ 
 
参考文献 
 天文台アーカィブプロジェクト報告会集録(第 2 回 ~ 第 5 回)・・KERENAI サイトにも公開 
・第 2 回 集録  カルヴァー46 センチ反射望遠鏡 坂井義人       2011 年 7 月 28 日 
・第 3 回 集録   カルヴァー46 センチ望遠鏡一時帰郷の事情  坂井義人  2012 年 8 月 2 日 
 ・第 4 回 集録   K 型光学系の発見と若き日の小林義生  坂井義人    2013 年 8 月 1 日 
 ・第 5 回 集録  山本一清博士の葬儀・慰霊祭について   坂井義人   2014 年 8 月 6 日 
 ・第 5 回 集録   岐阜金華山天文台の活動意義と坂井義雄 坂井義人   2014 年 8 月 6 日 
 ・第 5 回 集録   山本一清博士とあなない天文台  五味政美(月光天文台)  2014 年 8 月 6 日 















 名 称    発行年        編纂者     発行所 
 天文年鑑   1927         天文同好会   天文同好会 
 天文年鑑   1928－1932      天文同好会   新光社 
 天文年鑑   1933－1938     東亜天文協会  恒星社厚生閣 
 天文年鑑   1942,1943         東亜天文協会  『天界』第 247 号、第 259 号 
 天文年表   1944－1948        田上天文台   恒星社厚生閣 
 仮天文年表  1948,1949         田上天文台   田上天文台 
 日本天文年鑑 1950              東亜天文学会  日本出版社 
 天文仮年表  1951       田上天文台   田上天文台 
 天文年表   1952－1958        田上天文台   田上天文台 
 天文年表   1959              山本天文台   山本天文台 
 天文年表   1960,1961         東亜天文学会  東亜天文学会 
  
 ハンドブックとしての『天文年鑑』は、発行所を替えつつも 1927 年から 1938 年まで発
行された。1927 年創刊号は天文同好会から発行、1928 年から 1932 年までの 5冊は新光社
から、1933 年から 1938 年までは恒星社から発行された。出版社は替っても、サイズは屋
外でも手持ちで使いやすい縦長（幅 10cm、高さ 21cm）で統一されていた。ページ数は 65















1939 年から 1941 年の 3 カ年は、山本が京大を辞した直後で編集ができなかったのだろ
う、対応するものが出てこない。1942 年と 1943 年は『天界』の新年特集号が「天文年鑑」
と銘打って発行された。サイズは 15cm×21cm、40 ページである。翌 1944 年から 1948 年に
は『天文年表』と名前を変えて恒星社から発行された。サイズは天界誌と同じ、ページ数
は 32 ページから 94 ページである。なお 1946 年版だけは表紙のデザインが異なる。 
  
左の写真は上段は戦中に刊行された天文年鑑、下段は天文年表。右の写真は 1950 年の日本天文年鑑 
1948 年からは 19cm×26cm サイズのガリ版刷りとなり、田上天文台より 1961 年まで発行







































番組収録中の光景（2012 年 8 月、長崎県立歴史博物館）と製作中の撮影用復元望遠鏡（西村製作所） 
 




































ながら有用な情報がえられなかった。ちなみに現在の第 16 代飛来一閑氏も、第 14 代泉王
子尾上瑞宝氏も女性である。 




















































（2015 年 1 月記、6 月 12 月追記） 
